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本書は「障害者」を意味する‘person with disabilities’という表現ではなく‘disabled children’や‘disabled 
people’という表現を用いている。なぜなら筆者らは、「障害とは様々な違いをもつ子どもたちの社会的・
制度的場面での経験のうちに現れる」（本書 : 4）ものであり、それゆえ「障害は個人に内在するのではな
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(Theoretical and methodological practices)に第1章と2章が、第2部の監視する制度 (Monitoring institutions)
に第3章と4章が、そして第3部の関係的なアイデンティティと実践 (Relational identity and practice)に第5
章と6章が、さらに第4部の示唆 (Implications)に第7章が該当する。
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